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京
都
大
学
経
済
学
会
規
則

第
一
条
　
本
会
を
京
都
大
学
経
済
学
会
と
称
す
る

第
二
条
　
本
会
は
左
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る

　
　

θ
正
会
員

回
学
生
会
員

内
賛
助
会
員

　円
名
誉
会
員

第
三
条

第
四
条

第
五
条

第
六
条

　
　
一
、

前
条
の
ほ
か
所
定
の
会
費
を
納
め
て

頒
布
を
受
け
る
個
人
お
よ
び
団
体
は
購
読
会
員
と
す
る

特
別
の
場
合
に
限
り
前
二
条
に
定
め
ら
れ
た
会
員
以
外

の

者
も
本
会
員
に
準
ず
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

る本
会
の
事
務
所
は
京
都
大
学
経
済
学
部
内
に
置
く

本
会
は
左
の

事
業
を
行
う

機
関
雑
誌
「
経
済
論
叢
」
を
発
行
す
る
こ
と

一
、
経
済
論
叢
」
は
毎
月
一
回
発
行
す
る
、
但
し
臨
時
特

別
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
あ
る

「
経
済
学
研
究
叢
圭
三
を
発
行
す
る
こ
と

京
都
大
学
経
済
学
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師

助
手
お
よ
び
同
学
部
出
身
者

京
都
大
学
経
済
学
部
学
生

本
会
の
事
業
を
賛
助
す
る
者

京
都
大
学
法
学
部
教
援
、
助
教
授
、
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
経
済
論
叢
」
の

二
、三

、
毎
月
一
回
学
術
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と

四
、
毎
月
一
回
公
開
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と

第
七
条

第
八
条

第
九
条

｛叢｛

蟻舘露
（略
）

（略
）

会
員
に
は
雑
誌
を
配
布
す
る
、
但
し
臨
時
特
別
号
は
こ

の

限

り
で
は
な
い

　
　
　
左
の
会
費
を
納
め
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い

　
　

　
　
年
額
　
壱
千
円

　
　
　
　
年
額
　
壱
千
円

　
　
　
　
年
額
　
壱
万
円
以
上

　
　
　
　
年
、
額
　
七
、
七
千
円

　
　
　
び
規
則
の
改
正
変
．
史
お
よ
び
財
産
の
処
分
は
評
議

　
員
奈
奈
の
己
状
㌔
談
に
よ
る

京
都
大
学
経
済
学
会

次目

第
九
十
三
巻
　
第
四
号

四

月
一
日
発
行

定
価
　
一
二
〇
円

国
立
大
学
特
別
会
計
の
史
的
考
察
…
…
…
…
…
…
島
　
　
恭
彦

伐

出
資
木
の
性
格
に
つ
い
て
1
覚
え
書
…
…
…
…
山
崎
武
雄

中
国
に
お
け
る
国
営
企
業
流
動

資
金
と
銀
行
信
用

二
二
木
　
毅

工
場
内
賃
金
構
造
の
形
成
と
そ
の
論
理
⇔
・
・
　
－
菊
池
光
造

第
九
＋
三
巻
　
第
五
号

五

刀
一
日
発
行

定
価
　
一
二
〇
円

海
上

運
賃
変
動
の
特
質
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
田
浩
之

刊　
　
経
済
学
史
に
関
す
る
最
近
の
見
解
…
…
…
…
…
…
出
口
勇
蔵

既

設
備
投
資
函
数
の
計
量
分
析
：
：

…
・
…
…
…
真
継
隆

第
九
＋
三
巻
　
第
六
号

低

開
発
国
の
諸
問
題
：

シ

ェ

ー
カ
ー
ズ
：

六

月
　
　
日
発
行

定
価
　
一
二
〇
円

…
…
松
井
　
清

：
穂
積
文
雄

社
会
主
義
社
会
の
性
格
に
つ
い
て
・
…
…
…
…
…
：
木
原
正
雄

企
業
理
論
と
投
資
理
論
θ
…
：
…
・
…
…
…
・
：
…
…
山
田
　
　
保



第
九
十
四
巻
　
　
七
六
　
　
第
一
号
　
　
七
六

執

筆

者

紹
介
　
（
掲
載
順
）

岡山木

田田原
正賢

一 保雄

京
都
大
学
助
教
授

大
阪
府
立
大
学
助
教
授

京
都
学
芸
大
学
助
教
授
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不
騒
但
動
の
血
仰
虎
九

井
上
清
・
渡
部
徹
編

〈
全
五
巻
〉

＿一

わ

が

国
の
歴
史
上
最
大
の
民
衆
蜂
起
で
あ
っ
た
一
九
一
八
年
の
米
一

騒
澗
助
の
企
川
酌
…
椥
品
μ
と
仏
都
〔
川
府
川
県
別
の
…
川
川
な
㏄
ハ
川
‥
を
、
そ
の

背
景
と
な
っ
た
政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
と
関
連
さ
せ
つ
つ
、
当
一

時
の
警
察
薪
聞
等
の
未
発
表
資
料
を
駆
使
し
て
解
明
し
た
米
騒
一

動

研
究
の
集
大
成
。
特
に
第
五
巻
で
は
当
時
の
社
会
．
経
済
．
政
堕

・

社
会
心
川
・
思
想
や
民
衆
運
動
と
の
関
辿
を
詳
細
に
分
析
す
る
。
　
一

　
　

◇

第
一
巻
一
冗
っ
⊃
円
◇
第
二
巻
五
八
〇
円
◇
第
、
．
一
巷
九

　
　
五
〇

円
　
◇
第
四
巻
一
四
〇
〇
円
　
◇
第
五
巻
一
元
げ
O
円

自
由
民
権
期
の
研
究

遠堀
山－江

茂英

樹一
編

〈
全
四
巻
〉

川
民
権
運
動
の
発
展
　
　
三
八
．
O
円

閣

激
化
と
解
体
（
1
）
　
　
三
八
〇
川

③
激
化
と
解
体
（
n
）
　
　
三
〇
〇
円

④
明
治
前
州
川
の
経
済
構
造
三
五
C
円
．

ド
イ
ツ
社
会
民
主

返
兄
と
川
財
礼
以
古
以
竺
果

広

田
　
司
朗
著
　
　
　
　
　
　
　
　
泓
肺
倒
正
㎝
畷

　
思
想
史
的
研
究
に
お
い
て
従
来
大
き
な
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
な

　
か
っ
た
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
思
想
を
、
主
と
し
て
租
税
お

　

よ
び
予
算
問
題
に
重
点
を
お
き
な
が
ら
、
第
一
次
大
戦
前
の
時
期

　
の
ド
イ
ツ
帝
国
の
財
政
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
究
明
し
た
労
作
。
現

　
代
的
な
意
義
を
豊
富
に
含
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
で
あ
る
。

会
員
姦
差
記
あ
て
禦
令
ー
よ
う
藷
い
／

各
位
へ
　
　

い

た
し
≧
奈
す
．

一

、
会
袈
紬
入
先

　
京
都
市
左
．
京
．
区
吉
川
本
町

　
　
　
　
京
都
大
学
紅
済
学
部
内

　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
経
済
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

振

替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

一

、
会
費
年
額
一
、
○
○
○
円
（
前
納
）

一

、
会
い
／
1
各
位
の
木
籍
、
現
住
所
、
氏
名
、
出
身
高
校
名
、
卒
業

　
　
年
次
、
就
職
先
を
学
会
ま
で
御
通
知
ド
さ
い
。

※

　
会
員
外
の
雑
誌
購
入
は
有
斐
閣
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
，

発

売

所

竃議、

農京神東

発

行

所．．
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　都
＿』市

　¶

中素

村！；

　条
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松　定

勇

吉

価

五
〇
円
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